
 子どもたちの「あふれる笑顔 きらめく瞳」をめざして 

                 
 

 

 大人になったら何になる？ 
今年度、６年生で行った【立志教育】。外部の方に来ていただいてお話を聴いたり、自分で

志の実現に向けて、計画を練ったりしました。その活動で【自分の志】を決め、文章にしまし
た。どの人もしっかりと書けていました。それはすごいことですが、１番「すごいなぁ」と思
ったのは、どの人も「自分は〇〇になりたい」と、自分の好きなこと、得意なこと、周りの役

に立つことから、「なりたい職業」がはっきりと言えたことです。感動しました。（それぞれ
の人が自分の志を 2/15 の参観日で発表しました。また【立志教育】は今年度、県内 22 小学校
が取り入れており、約 1300 人の中から    さんが選ばれて、2/4 
にさん太ホールあったフォーラムで発表しました。） 

「小学生ってどんな職業に就きたいのだろうか？」と疑問に思った 

ので、【なりたい職業ランキング】を調べました。Web 上には、様々 

な会社や機関が調べた結果が載っています。調査機関や内容によって 

多少の違いはありますが、今回は、第一生命株式会社が全国の小学生 

中学生・高校生計 3000 人を対象に行った【第 33 回大人になったらな 

りたいもの（出典：第一生命株式会社 Web ページ ニューリリース 2022.3.16）】の調査結果を載せます。 

 ◎小学生のなりたい職業は？ 

 男子 女子 

１位 会社員 パティシエ 

２位 YouTuber/動画投稿者 看護師 

３位 サッカー選手 幼稚園の先生/保育士 

４位 ゲームクリエイター 会社員 

５位 野球選手 医師 

６位 医師 YouTuber/動画投稿者 

７位 公務員 美容師・ヘア・メイクアップアーティスト 

８位 料理人/シェフ 教師/教員 

９位 鉄道の運転士 歌手・アイドル 

10 位 警察官 漫画家 

 ◎小学生がその職業を選んだ理由は？ 

 男子【N=581】女子【N=598】 

１位 好きだから 

２位 かっこいい/素敵だから 

３位 誰かの役に立ちたいから 

４位 働きやすそうだから 

５位 収入が良さそうだから(男子) 

親や親族がその職業をしているから(女子) 

中学校区一貫教育校園 玉野市立玉小学校 学校だより第３４号（令和５年２月２２日） 

キャリア教育 
 

男女とも１位～４位が同じでした。 
全国の結果と同じように、６年生の

「自分の志」からも【○○になりたいの

は好きだから】という思いを感じまし
た。自分の好きなことが仕事になればい
いよね。 

2/4 立志教育フォーラムの様子 

みなさんの“なりたい職業”は入っていますか？ 



職業についての未来予想図 
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今後、新しくできる職業もあれば、AI やロボットが行っていく職業もあるということですね。 

みなさんが大人になる頃、２つの予想通りになるかどうかは分かりませんが、こんな予測が

つかない時代に対応し、生きていくために必要なことは…変化に対応できる

力をつけることです。そのために今、どうすれば良いのでしょうか？ 

 【基礎的な学力（読む、書く、計算できる等）を身に付けること】や【基本的な生活習慣（時

間を守る、あいさつができる等）を身に付けること】をがんばり、できることを増やすことは

もちろんです。それに加えて、普段の勉強や生活の中で、以下のようなことに少し気をつけて

がんばってみましょう。 

 

 

 

 

 

 

2011 年度にアメリカの小学校に入学した小学生の 65％は大学
卒業時には今は存在していない職業に就くだろう 

キャシーデビットソン（アメリカ デューク大学）2011 年 8 月 

 これはキャリア教育の研修会に行くと、よく聞く言葉です。 
2011 年（平成 23 年）に小学校に入学した子どもが飛び級なしに大学を卒業するのは 2027

年（令和 9 年）です。その頃には 2011 年当時に存在していなかった職業がとても多くなっ
ているということです。 
日本でも同じようなことが起こっていますね。10 年前には【YouTuber】や【プロゲーマー】

【ドローンパイロット】等の職業はなかったか、もしくはあまり知られていなかった職業で
した。それが今では【なりたい職業】に入っています。これからも【新しい職業】が増える
のでしょう。 

 

2030 年までに日本の労働人口の 49％が AI（人工知能）やロボ
ット等に代えることが可能である 

野村総研・イギリスオックスフォード大学共同研究 2015 年 12 月 

これもよく聞く言葉です。 
 人間がしている仕事がどんどん AI やロボットにとって代わられるということです。それ
も働いている人の約半分の人がしている仕事を今後、AI やロボットがやってしまうというこ

とです。 
 今から 30 数年前、私は学生時代にコンビニでアルバイトをしていました。当時はレジで
商品一つ一つの値段を見て、レジに付いている数字キーで値段を手で打って、お客さんとお
金の受け渡しをしていました。時代が進んで、値段を手で打たず、バーコードリーダーを使
って「ピコピコ」するようになりました。それでもお客さんとのお金の受け渡しは人がやっ
ています。しかし最近は【セルフレジ】なるものが登場し、店員さんが「ピコピコ」しなく
ても買う人が勝手に「ピコピコ」し、お金はスマホやクレジットカード決済で、現金の受け
渡しはしなくてもよくなっています。人がやっていたことを今ではコンピュータや機械がや

っている一つの例ですが、他にもあると思います。 

 

【自分から】 

〇「なりたい自分」を考え、具体的な目標を立てて、やってみよう。（目標設定・実践） 

〇「なぜだろう？」「どうしてだろう？」を見つけ、「それをどうすればよいだろう？」 

を考えて、やってみよう。                  （課題解決力） 

〇友だちや周りの人たちと協力したり、友だちに働きかけたりできるようになろう。 

（人間関係やチームづくり） 

〇「○○だから△△です」と自分の考えや思いを理由と一緒に言えるようになろう。 

また受け手の気持ちも考えて、言ったり、聴いたりできるようになろう。   

（コミュニケーション力） 


